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1. はじめに 

 

 近年、日本の携帯電話の契約者数は増加傾向にあ

り、2005 年 5 月に 8774 万台にまで達し、いまや、

携帯電話を所有していない学生は絶対的に少数とな

っている。また、3G携帯加入者数も 3255万台と全

体で 30%を超えており、学生においては、ゼミの学

生を対象にとったアンケートから、3G携帯所有率が

51％であったことから、一般的な買い替え周期に比

べ、学生の高性能な携帯電話への買い替えが早いこ

とがわかる。 

 

表 1:第三世代携帯電話加入者数割合 

  ２G ３G 計 割合 

学生 16 17 33 52% 

一般 
5519万

4100 

3255万

100 

8774万

4,200 
37% 

 

携帯電話に搭載されているブラウザは、ＰＣに搭載

されているブラウザに比べえて、性能面では劣るも

のの、シンプルで使いやすいものとなっており、ま

た、昨今の携帯電話事情を見ると、通信速度の向上、

定額制の導入などといったインフラ面が充実してき

ている。こうした携帯電話を授業で運用し、授業に

対する参加意識を向上させようとする試みは先行研

究でも行われており、本学においても、わずかな授

業でではあるが、そういった試みが行われている。

しかしながら、携帯電話を授業で利用しようとする

ことは、授業への参加意識を向上させる、誰もが気

軽に質問できるといったような利点に対し、授業中

に携帯電話を公然と使用できてしまうため、私用で

携帯電話を利用できてしまう、それ故に、授業を受

けるマナーが悪くなる、また、そのシステムを利用

する教師側が、携帯電話を用いたシステムを使って、

授業を行いたいと思っても、操作がうまくできずに、

授業が従来のやり方に比べてうまくできなくなって

しまった。などといったデメリットもまた存在する。 

以下に示すのは、本学において用いられたシステム

を利用した際に、学生からアンケート結果として得

られた、携帯電話レスポンスシステムのメリットと

デメリットの一例である。 

 

＜メリット＞ 

z 教室の温度調節など学習環境を良くできた。 

z アンケートがタイムリーに反映される点はす

ごく使えると思う。 

z 意見したいけれど恥ずかしいなんている人に

はうってつけだと思う。 

z 斬新で良かったと思う。自分の興味のある内容

をより分かりやすく学ぶ事ができ、とても良い

授業だったと思う。 

z 授業への参加意識が高まった。 

z 他の学生の考えを知ることが出来た。 

 

＜デメリット＞ 

z 携帯の使い方が分からず、利用できなかった。 

z 面倒くさいから利用していない。 

z 入力しているうちに授業が進むから授業に集

中できない。 

z 充電切れ。 

z 遊びみたいなので授業に集中できなくなる。 

z 質問箱が２ちゃんねるのように、互いをののし

りあうことに使われたのは残念だった。 

z 先生が機械を操作できなければスムーズでは

ない。 

 

 このアンケート結果のメリットからは、携帯電話

レスポンスシステムが持つ双方向コミュニケーショ
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ンがうまく作用した結果となったといえる。しかし

ながら、デメリットであげられている大半は、操作

性に起因しており、特に、教員側の操作がうまくい

っていないことが、授業に支障をきたしている可能

性が窺える。 

 本報告では、試みとして、本学で使用されていた

携帯電話レスポンスシステムを踏襲し、教師（PC管

理）側、学生（携帯電話）側のユーザビリティ、ア

クセシビリティに着目し、改善したシステムの構築

を行ったこと、並びに、その開発過程と今後の過程・

課題について報告する。 

 

2. 先行研究 

 

 本学において、携帯電話レスポンスシステムに用

意されたコンテンツには、質問箱（質問受付 BBS）、

アンケートシステム、教材（PowerPoint、他ブラウ

ザで表示できるファイルに限る）表示ウィンドウと

いうものであった。大高淳、大森義行らの「携帯電

話を利用したコンテンツの開発と運用」ではMySQL

サーバを使用した、データベースにより出席管理を

行う、「授業出席システム」、また、個々人が ID で

データベースを閲覧できる、「出席確認システム」、

テレゴング形式の、結果をその場でグラフに反映さ

れる、「小テストシステム」というコンテンツを用意

し、評価実験を行っている。また、桶川和伸、岡田

政則らの「携帯ユビキタス環境における授業運営管

理システム」においても、コミュニケーションの手

段を、科目履修登録コミュニケーション（メール登

録・履修登録）・授業運営コミュニケーション（出席

票・質疑応答・クイズ・アンケート・テストなど）・

授業外活動コミュニケーション（授業連絡・課外ア

ンケート・休講案内など）の３つに分類し、個々の

機能においては、メールを利用した履修登録システ

ム、出席締切機能を搭載した出席管理システム、多

肢選択形式・正誤形式などの問題を作成できる小テ

スト、アンケートシステムなど、多機能かつ高性能

なシステムを構築している。 

 

 

3. システム概要 

 

  本研究では、本学で用いられたシステムがコンテ

ンツ的にも、他の研究に比べて脆弱であることがわ

かることから、従来のシステムにに加え、大高淳、

大森義行らの研究、桶川和伸、岡田政則らの研究で

使用されたシステムを参考にし、「教員に負担をかけ

ずに、使用対象者を極力は選ばない」という目的の

達成のために必要コンテンツを検討していった。そ

のため、使用対象者を、インターネットが操作でき

るレベルの人、と設定し、また、学生が携帯電話か

らアクセスするのにキャリアなどの制限は設けない

ことにした。開発言語は PHPとMySQLである。   

本システムの目的は、「１．はじめに」にも記され

ているように、教師（PC管理）側、学生（携帯電話）

側のユーザビリティ、アクセシビリティに着目し、

改善したシステムの構築を行うことであり、携帯電

話レスポンスシステムにおけるデメリットで、大半

を占めた、操作性関連の問題、携帯電話を使ってシ

ステムを利用するやり方がわかりにくい、面倒くさ

い、教員が操作できなければ意味がない、などとい

った問題を改善するのが目的である。 

本研究において、使用したコンテンツは以下の通

りである。 

 

＜教師側が利用できるコンテンツ＞ 

z 質問受付 BBS 

z アンケートシステム（結果表示と作成）（４択） 

z アンケートシステム（閲覧）（自由記述） 

z 教材のアップロードシステム 

z 教材（PowerPoint、他ブラウザで表示できるフ

ァイルに限る）表示ウィンドウ 

z 小テストシステム（問題表示と作成）（４択） 

z 出席・履修登録確認・追加システム 

 

＜学生側が利用できるコンテンツ＞ 

z 質問受付 BBS 

z アンケートシステム（結果表示と投稿）（４択） 

z アンケートシステム（作成と閲覧）（自由記述） 

z 小テストシステム（問題表示と回答） 
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z 出席要求 

z 授業メモ 

 

 今回、コンテンツを検討、構築するに当たって、

ほぼ全システムにおいて、操作に一貫性を持たせや

すいもの、複雑な操作を要求しない代わりに、ある

程度は出来る事に制限を加え、ユーザーを悩ませる

ことをしないということを最優先に置き、かつ、授

業に必要な最小限度のシステムは構築するというこ

とを意識した。例えば、本システムにおいて、アン

ケートと小テストは４択で共通させ、操作に同一性

を持たせ、また、簡略化することによって、ユーザ

ーに直感的な、ストレートな操作を促すようにして

いる。また、小テスト作成と質問受付 BBSの画面構

成を似た形にしたことも、操作に同一性を持たせる

ことにある。授業メモ、質問受付 BBSにおいても同

様である。 

以下に示すのは、本システムの概略図と、実際の

画面である。 

 

 
図 2：学生（携帯電話）側システム概略図 

 

 

図 3：教員（PC）側システム概略図 

 

 

図 4：システムトップページ 

 

 教材のアップロードシステムは、授業前に、教員

が教材を授業前にアップロードし、授業時に、ブラ

ウザ上で教員が容易に教材を開けるということを想

定したものである。授業時に行うアンケート、小テ

ストは 4 択のみとし、操作が複雑になることを避け

た。しかし、この点においては、アンケートの精度

や、小テストで求めることへの到達度を測る際の精

度の問題などから、これからも精度と操作性の間に、

妥協点もしくは、優先順位を明らかにしていくこと

などを模索していく必要があるであろうと考える。

授業メモは、学生が授業において、必要と思われる

ことを書き留めておいた内容を、携帯電話からデー

タベースに登録し、参照できるようにした。ブログ

のようなシステムのスタイルを採用しているが、第

三者からは見れないようにしてある。出席要求にお

いては、他の研究において用いられている携帯電話

が持つ固体識別番号を利用するという手法は採用せ

ず、携帯電話の機種情報を利用することとした。固

体識別番号を用いた識別方法が確実であることはい

うまでもないことであるが、昨今の携帯電話詐欺の

一つに固体識別番号を利用したものがあること、並

びに、最近の携帯電話に固体識別番号送信の際に、

送信確認の警告ウィンドウが出ることから、ユーザ

ーがシステムに対して不安感を感じ、利用に戸惑う

可能性を考慮したため、機種情報をとることにした。

精度は落ちるものの、このことは、本研究に当たっ

て採集したアンケートから、同一機種を利用してい

るユーザーが、ほとんどいない（33人にとったアン

ケートのうち、SH900iが 3人、N900isが 2人、SH505i

が２人、N505isが 2人）ということ、また、携帯電

話の貸し借りは容易に行われないであろうという観

点に基づくものである。 

また、各コンテンツをデザインするにあたり、ユ

ニバーサルデザインの考え方を意識した。このチェ

ックには、三菱電機（株）デザイン研究所編『こん

なデザインが使いやすさを生む』の u-checkerを参考

にした。また、先のシステムの不満点において多か

った、500 人教室などといった、大教室での全体的

な見にくさの問題などに、GUIの整理など、改善に
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極力努めた。 

 

4. 今後の課題 

 

 本システムの問題点として、どうしても避けられ

ないのは、携帯電話のバッテリーというハードウェ

ア的な問題である。授業メモとして、携帯電話を使

用する場合、携帯電話は 90分の講義ならば、少なく

とも、それだけの時間は持続していなくてはならな

い。乾電池タイプの携帯電話用のバッテリーなどの

利用を促しておく必要があるだろう。また、本シス

テムを利用する教室を、電波の入りやすい教室にし、

電波の受信のしにくさによって、バッテリーを消耗

させるのを極力防ぐといったことも、教員側の配慮

として必要であろう。 

今後は、フルブラウザを視野に入れつつ、携帯電

話の今後の可能性を更に模索していく所存である。

特に、最近の携帯電話では、FLASHを再生できる機

種があり、実際、携帯電話のメニュー操作画面にお

いて、FLASHを利用している機種も存在する。「１、

はじめに」でも触れたように、一般的な買い替え周

期に比べ、学生の高性能な携帯電話への買い替えは

早い。携帯電話の進化と該当機種の普及度にあわせ

た操作性の差別化も検討していく試みも必要がある。 
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